
18広報かわちながの●平成22年（2010）10月号19 広報かわちながの●平成22年（2010）10月号

参加者たちは息の合った演技を披露していました

　高齢者保健福祉月間の９月は、市内でも様々な催しが
行われました。９月 11日には、ラブリーホールで老人
福祉大会が開かれました。
　会場では、地域で高齢者福祉に貢献した人たちに、感
謝状が贈られました。また、老人クラブ員たちによる舞
踊などのアトラクションが行われ、色とりどりの衣装で
踊りを披露するクラブ員たちに、約 900 人の参加者か
らは大きな拍手が沸き起こりました。

華やかな踊りの数々に大拍手
老人福祉大会

試行運行出発式で乗合タクシーに乗り込む人たち

　９月１日から、三日市町駅と楠ケ丘団地間を往復する
乗合タクシーの試行運行が始まりました。これは、市内
の公共交通の課題を解決するため、地域・市・事業者が
連携して行う事例の一つで、今回は急な坂が多く高齢化
も進む公共交通不便地域の楠ケ丘団地で乗合タクシーの
試行運行を行うもの。運賃は１乗車 200 円。運行時間
帯は、三日市町駅発が午前８時 30 分から午後５時 30
分まで。この試行運行は９月から３か月間実施します。

新たな公共交通の取り組み
楠ケ丘団地で乗合タクシーを試行運行

モックルもたくさんのキャラク
ターとともに来場者を出迎えま
した

　南河内地域の観光振興をＰＲする南河内観
光フォーラムが８月 29日、藤井寺市立市民
総合会館で開催されました。この日は、大阪
府立大学教授の橋爪紳也さんが、南河内の観
光について講演。続くパネルディスカッショ
ンでは、南河内の９市町村長が地域の魅力を
ＰＲしました。この中で芝田市長は、奥河内
構想（４・５ページ参照）や高野街道を軸と
した観光振興について話しました。また、会
場には、モックルをはじめとするキャラクタ
ーが集合し、来場者を楽しませていました。

南河内の観光の魅力を発信
南河内観光フォーラム

参加者に河内長野の観光をＰＲする芝田市長

Face市民の横顔

　河内長野市内の様々なイベントなどで活動
する吹奏楽団「ブルーウインズ」。今年８月
に開催された大阪府吹奏楽コンクールで金賞
を受賞し、関西大会に出場。そこでは、銀賞
を獲得しました。団長の浜田俊毅さんは「関
西大会に出場する団体は、レベルの高い楽団
がほとんどです。一般の吹奏楽愛好者の集ま
りの私たちの楽団が、そこで演奏できたこと
は誇りです」と話します。
　平成４年に、市内の中高校の吹奏楽部の卒
業生が集まって演奏会をしたことが楽団結成
のきっかけです。それ以降、河内長野市を中
心に 19年間活動しています。現在の楽団員
は 58 人。高校１年生から 40 歳の社会人ま
で幅広い年齢のメンバーで構成しています。
「長期間活動できたのは、楽器を演奏するこ
とが大好きなメンバーが集まったこと。何よ
り多くの皆さんに支えていただいたおかげで
す」と浜田さんは話します。そして「毎年年
末にラブリーホールで入場無料の演奏会を開
催しています。みなさんに楽しんでいただけ
るよう演奏希望のアンケートを取り、翌年の
演目にしています」と観客に楽しんでもらえ
ることを第一に考えています。しかし、その
ためには演奏技術の裏打ちが必要です。個人
の技術はもちろんのこと、楽団全体の技術を
向上させるためにも、毎年コンクールに出場
しています。
　最後に浜田さんは「私たちブルーウインズ
は河内長野市を中心に様々な場所で活動して
います。吹奏楽を通じて多くの人と出会える
ことを楽しみにしています」と話してくれま
した。　

▲ラブリーホールで開催する年末の定期演奏会。
みなさんの来場をお待ちしています。

地域で活動する吹奏楽団

河内長野吹奏楽団
ブルーウインズ

これからも元気で健やかに
市長らが市内最高齢者を訪問

　９月７日、芝田市長と津田耕平社会福祉協議会会長が、市内に住
む最高齢者を訪問しました。
　この日訪問したのは、竹

たけ

口
ぐち

信
のぶ

ゑ
え

さん（107 歳・高向・写真①）
と北

きた

浦
うら
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さん

之
の
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すけ

さん（102 歳・小山田町・写真②）。市長が「お元気
そうで何よりです。これからも元気で健やかにお過ごしください。
そして、もっと長生きをしてください」と話すと、竹口さんと北浦
さんは、「ありがとうございます」と笑顔で答えていました。
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